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会
員
の
皆
様
に
は
、
本
同
窓
会

の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
春
の
同
窓
会
入
会
式
で
は
、

新
卒
業
生
314
名
を
迎
え
ま
し
た
。

母
校
は
平
井
信
雄
校
長
を
中
心
に
先
生
方
は
一
致
団
結

し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
生
徒
で
あ
る
後
輩
達
も

文
武
両
道
に
精
励
し
て
お
り
、
校
内
も
活
気
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
お
り
ま
す
。

校
地
の
一
角
に
あ
り
ま
し
た
旧
県
教
育
セ
ン
タ
ー
の
跡

地
も
、
元
ど
お
り
本
校
の
所
属
と
な
り
ま
し
た
。

歴
史
を
刻
ん
だ
重
厚
な
校
門
、
石
垣
堤
に
囲
ま
れ
た
約

二
万
坪
の
広
大
な
校
地
は
新
校
舎
、
古
い
建
物
、
木
立
、

と
調
和
し
四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
め
る
素
晴
ら
し
い
学

園
と
な
り
ま
し
た
。

校
内
に
あ
る
歴
史
的
な
建
造
物
を
活
用
し
な
が
ら
末
永

く
保
存
し
よ
う
と
、
七
月
六
日
付
で
、
門
野
八
洲
雄
教
育

長
か
ら
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
の
登
録
手
続
き
が
文
化

庁
に
執
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
正
門
門
柱
（
明
治
33
年
、
間
口
4.1
ｍ
）、

石
塁
の
一
部
（
昭
和
前
期
、
一
部
明
治
33
年
、
延
長
１
０

６
８
ｍ
）、
柔
道
場
（
大
正
８
年
）、
東
書
庫
（
明
治
35

年
）、
西
書
庫
（
昭
和
５
年
）、
プ
ー
ル
（
昭
和
８
年
）
で

あ
り
ま
す
。

私
ど
も
同
窓
生
も
、
心
の
ふ
る
里
と
し
て
保
存
に
協
力

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
岡
山
で
の
総

会
・
懇
親
会
は
、
今
年
は
11
月
20
日
㈯
に
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
が
母
校
に
近
い
こ
と
も
あ

り
資
料
館
で
の
特
別
展
ご
鑑
賞
、校
内
ご
散
策
な
ど
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
岡
山
で
の
ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
東
京

で
の
京
浜
同
窓
会
、
大
阪
で
の
近
畿
同
窓
会
、
同
期
会
、

部
活
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
会
等
へ
、
機
会
が
あ
れ
ば
ご
参
加
頂
き
、

同
窓
の
絆
を
深
め
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

そ
の
際
、
内
容
の
充
実
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
れ
ば
現
況
が
よ
り
詳
し
く
お
わ
か
り
頂

け
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
ご
挨
拶　
　
　
　
　
　

髙
祖
日
出
夫

県教育委員会から文化庁に対して、登録有形文化財として登録されるよう意見具申がなされた
正門門柱、石塁の一部、プール、東西書庫、柔道場
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プール
柔道場東西書庫
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